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平成 20年 3月期中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19年 5月 18 日に公表いたしました平成 20年 3月期（平

成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31 日）の中間業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
1．平成 20年 3月期中間業績予想の修正（平成 19年 4月 1日～平成 19年 9月 30 日） 
 
（1）連結中間業績予想の修正 

                 （単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 
前回予想（A） 2,693 △ 67 △ 86 △ 86 
今回修正（B） 2,500 △ 107 △ 131 △ 118 
増減額（B－A） △ 193 △ 39 △ 44 △ 32 

増減率 △ 7.2％ ― ― ― 
前中間期実績 2,323 △ 78 △ 110 △ 72 

 
 
（2）個別中間業績予想の修正 

                   （単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 
前回予想（A） 2,396 △ 19 △ 19 △ 25 
今回修正（B） 2,200 △ 76 △ 66 △ 46 
増減額（B－A） △ 195 △ 57  △ 47 △ 20 

増減率 △ 8.2％ ― ― ― 
前中間期実績 2,093 △ 62 △ 54 △ 36 

 
 
２．修正の理由  

当中間期の連結業績予想として、大型新製品の発売が予定されていたため、対前期

15.9％増加を予想いたしましたが、実績として当中間期の売上高につきましては、臨床検

査薬分野では、対前期 12.0％の伸長、基礎研究用試薬分野並びにその他分野では、対前期

15.2％の増加がありましたものの、企業間競争の激化の中、また、予定していた販売活動

が下期にずれ込んだこと等が影響して全体では対前期 7.6％の増加にとどまり、前回予想

を 1 億 93 百万円下回る 25 億円となる見込です。 
営業利益につきましては、生産効率の向上により製造原価の低減に努めましたが、材料

比率および支払特許使用料の増加により、製品製造原価が予算を大幅に超過する見込であ

り、販売費および一般管理費の増加を抑えてまいりましたが、売上の未達成をカバー出来

 



ず、前回予想を 39 百万円下回る見込です。 
同様に、経常利益につきましては、前回予想を 44 百万円下回る見込みです。 
当期純利益に関しましても、前回予想を 32 百万円下回る見込です。 
 
 
また、通期予想に関しましては、売上高は中間期の状況が継続し、臨床検査薬分野、基

礎研究用試薬分野共に、厳しい状況が続く見込みはでありますが、従来より、下半期の業

績比率が比較的大きく、新製品の投入による効果も見込まれるため、平成 19 年 5 月 18 日

に発表しました前回予想値に変更はありません。 
 

以上 
 
 
（注）上記の予想は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因

により予想数値と異なる可能性があります。 


